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特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

　東京時計宝石眼鏡小売協同組合の
「第76回通常総会」が5月23日、東京
の上野精養軒で行われ、全て議案通り
満場一致で可決、承認された。出席総
数118人（組合員総数169名。本人26
人、書面38人、委任54人）。
　中山直幹理事長は「今は時計だけ
ではなく、どの業種の専門店も苦戦し
ている。従来、協力体制にあったセイ
コーですら、グランドセイコーがショッ

プ体制になった為、今までのような
販売体制は取れないので、“ご理
解を”という通達があったほど。組
合として支援努力はするが、自らの

道は自分で歩んで欲しい。2年前に理
事長を受けた時の財務体制から事務
局も4人体制に縮小し、組合ビルも賃
貸収入を得る為の仕組みを作り、財政
健全化を目指してきた。役員改選期で
はなるが、健全な財政基盤作りに向け
てレールを敷くために、もう1期2年頑
張るのでご協力を」との決意表明を述
べた。
　平成30年度の事業計画の中心であ

る仕入
三社の
現 状
は 、組

合員169人中、仕入利用者が158人
（93.49％）で、資金の貸付・借入は7
億2950万円となっている。特に国産時
計の仕入れについては、98％（155人）
が仕入利用者。今後も仕入事業を継
続するには、取引条件の維持、現在の
支払い方法、取引銀行との信頼関係を
いかに継続させていくかが極めて重要
となるとの説明があった。
　新役員は、理事長＝中山直幹（江戸
川区、一天堂）。副理事長＝細井亮治
（板橋区、細井時計店）、風間邦夫（杉
並区、風間時計店）。専務理事＝近藤
千佳之（中野区、フジヤ）。常務理事＝

三田由里子（大田区、十字堂）、古谷守
久（板橋区、フルヤ）。理事＝矢口博康
（台東区、三栄堂）、須藤輝夫（大田区、
須藤時計店）、小吹貢司（北区、昌栄
堂）、松江福重（足立区、松江時計
店）、田中修（三鷹市、タナカ）、徳永篤
朗（西東京市、貴晴堂）。監事＝安藤武
彦（世田谷区、美宝堂）、栗原潔（八王
子市、栗原時計店）の14名（敬称略）。

　東京金銀器工業協同
組合（組合員58名、森將
理事長）は、「第68期通
常総会を5月28日、浅草
の区民会館で開催、任期

満了に伴う役員の改選で四選された
森理事長は2020年のオリンピックも
見据えて「東京銀器」のブランド化を推
し進める意向を強調した。

　森理事長は「東京オリン
ピックに向けて一般企業は
景気が良く、記念品関係で
は忙しいところもあり売り上
げも回復しているらしい。こ
こ浅草も観光客が沢山増え
ている。物販の中でも主に
食品・お菓子関係の組合の

総会において台東区長のお話に『江
戸』と言うフレーズが使われ、外国人も
日本に観光に来る前にSNSなどでいろ
いろと上野、浅草を下調べして文化的
な区と認識されている」と指摘。『東京
銀器』を伝統的工芸品として外国に売
り出す気運があると述べた。
　総会出席状況報告（本人14名、委
任24名）のあと、司会者一任で森理事

長を議長に、副議長に沼田守康理事
が就き議事に入り、平成29年度事業
報告、同年度決算報告、監査報告のあ
と承認。30年度事業計画および同年
度収支予算案、経費の賦課・徴収方法
など原案通り決定した。
　事業計画においては金銀製品の素
晴らしさを伝えるため今年度は日本工
芸会金工部会とも何らかの形で連携
を強めるほか、国と都の指定の伝統的
工芸品であること、銀器製品では全国
で唯一、東京都が指定県であることを
あらゆる形でPRして「東京銀器」のブ
ランド化を推進。アジア、欧米に向け輸
出の可能性も調査・追求しグローバル
化に邁進していく。
　四選の森理事長は「我々の組合は

長い歴史を持った名誉ある組合である
が、また2年間、理事長を務めさせてい
ただくことになった。今、経済産業省、
東京都など四つの組織が足並みを揃
え日本の伝統工芸を世界に向けて発
信していくべくお金も力も使い一所懸
命に取り組んでいる。我 『々東京銀器』
もそうした好機を捉えて世界に知らし
めていきたい。また、日本工芸会は文部
科学省管轄だが、何らかの形で連携し
たい」と抱負を語った。なお、そのほか
の役職などは後日の理事会で決定す
る。
　総会の最後に大淵武則顧問があい
さつ。「組合員が減少している中でも皆
様が立派にやられていることで安堵し
た」とあいさつ。総会を終了した。

　全国宝石卸商協同
組合（堀野博之理事
長）の通常総会が5月
25日、東京・秋葉原の
東京美宝会館で行わ
れ、全ての議案を承
認、可決した。組合員
総数119名中、出席
23名、委任状72通の
計 9 4 名で「出席率
79.8％で成立宣言」、
堀野博之理事長を議
長に審議に入った。

　審議に入る前、堀野博之理事長は、
「日本の経済は、戦後最長の好景気と言
われているが、我が業界では、好景気感
は全くない。そんな中、組合として外国人
バイヤーに向け、毎年国際宝飾展（JJF）
に共同でブースを出展、国内では青年
部がタイムリーな講演会を開くなど、み
んなで知恵を絞り、より良い組合にする
為にサポートして頂いている。これからも
組合運営にご協力のほどを」と挨拶、中
小企業庁長官賞（写真:上）の3氏（岩崎
道夫、林宏蔵、伊東直樹）と全国中小企
業団体中央会会長賞（写真:下）の３氏

（堀野博之、渡辺幸春、浅井文昭）に対
し、理事長から表彰状が贈られた。
　平成18年から組合事業の一環とし
て出展してきた「JJF組合共同出展」に
ついて、大崎常任理事から「今年も昨
年同様、最前列通路に面した８コマ、出
入り口近くの好条件な位置を確保しま
した。UBMが6月の香港フェアとの連動
企画も考えており、より良い成果が見込
まれている。組合全体の共同事業として
定着したこの共同出展の参加を検討し
てください」と協力を呼び掛けた。

　日本貴金属製鎖工業組合（後藤俊
明理事長）の「第30回通常総会」が5
月23日に東京で開かれ、組合員11社
中、10社が出席した。
　村尾嘉章専務理事の司会で中川繁
樹副理事長の開会の辞、後藤俊明理
事長の挨拶に次いで総会成立宣言が
行われた。

　中川副理事長が議長に選任され議
案審議に移り、平成29年度事業報告・
会計報告・監査報告が承認され、続い
て平成30年度事業計画案・収支予算
案が承認された。次に借入金最高限
度額の件、賦課及び徴収方法ならびに
手数料、貸付利息及び保証料の最高
限度額決定の件が承認された。目黒
和紀副理事長の閉会の辞で終了した
と報告があった。

 

　ジュエリー
タウンおかち
まちの平成
30年度総会
が5月24日行
われ、任期満
了に伴う役員
改選では、会
長、副会長が留任した他、議案すべて
を承認、可決した。
　田中勇会長は「前期に開催した当会
の創立30周年記念イベントが今でも高
く評価され、各所で話題となっている。ま
た昨年5月の防犯強化月間や強盗訓
練、防災訓練など、関係理事の尽力で全
て成功裏に終った。今期は、今まで以上
にテレビなどのメディア媒体に積極的に

露出、来年に
控えている
“ジュエリータ
ウンフェスティ
バル”に向け
て、内外の気
運を盛り上げ
ていきたいの

で、皆様の協力をよろしく」との挨拶で審
議に入った。
《第32期の新役員》▽会長＝田中
勇、▽副会長＝畠山隆二、竹村洋之、
熊野順一、▽総務＝宇内孝行部長、▽
防犯防災部＝竹村洋之部長、阿部邦
生副部長、▽企画部＝蕪木貴幸副部
長、▽広報部＝角野元泰部長。写真は
田中勇会長の挨拶。

　栄光時計は、今春の
BASELWORLDに出展し
た同社ブランドの新作を発
表する「BRAND EXHIBI-
TION 2018」を5月24日、
東京の赤坂プリンスホテル
クラシックハウスで開き、関
東近県の同社取扱店が多
数訪れ賑わった。
　シャリオールに新しく加
わった「マリー・オルガ」
は、フェミニンな魅力と洗
練されたデザイン、繊細なマルチケーブ
ルブレスで、早くも注目を集めた。また、
シックなブラックMPOダイヤル上に、カ
ラフルでアーティスティックな数字を施
した「フォーエバー」は、新しい提案型
モデルとして魅力の商品。展示会用コ
ンセプト什器や店頭映像などで注目さ
れる躍動感ある若い女性を使用したビ
ジュアルプロモーションも話題となりそ
うだ。

　喜劇王のチャップリンの孫娘で女
優のキエラ・チャップリンを新しいアン
バサダーに迎えた「サントノーレ」は、
ニュービジュアル・プロモーションで
のサマーキャンペーンを準備している。
　新しいビジュアルイメージを軸にし
た「モバード」は、新しいモダンテイスト
のミュージアム・クラシックを6月から発
売する。売れ筋の70周年記念モデルも
残り僅かで、レザーモデルのみだった
ウルトラスリムに、ブラックIPブレスレッ
トモデルが追加された。
　なお、西日本の広島、福岡、大阪の3
大都市でも同展を行った。

　東京ダイヤモンドエクス
チェンジクラブ（TDE。岩崎
道夫理事長）の「第24期定
時総会」が5月24日、東京・
台東区のオーラムで開かれ、
全て原案通り可決された。

 　懇親会の冒頭、岩崎理事長は「業界
注視の合成ダイヤの製造が中国で本
格化、CVD、高温高圧法で大量に製造
されている。それらが中国国内とインド
で研磨され、世界中に放出されている
が、実態は把握されていない。進化する

鑑別技術によって、選別が可
能になり、日本国内への流入
は極めて少ないはず。今年、
WFDBを含め世界のダイヤ
モンド団体は、天然・合成ダ
イヤの用語を正しく使うため
のガイドラインを策定、用語
使用について統一化が図ら

れた貴重な年でもあった。6月19日開
催の予定だったダイヤモンド国際会議
が急遽中止となった」と、振り返った。
　次いで、中川千秋副理事長（JJA会
長）の「2017年のダイヤ輸入量は891
億円と、前年比13.1％と2年振りの減
少。輸入国ではインドが43.7％と最も
多い。業界の中でも扱い金額はなんと
いってもダイヤ。TDEさんの協力なくし
て業界の繁栄はない。その意味からも
当会の活躍に期待したい」との乾杯の
音頭で懇親会に入った。

　シチズン宝飾㈱（平田洋司社長）が
主催する「2018 シチズン宝飾グ
ランドフェアin大阪」が、5月19・
20日の2日間、ホテルニューオー
タニ大阪で開催され、シチズンな
らではの高級商材や記念セット
など多彩な展開で昨年を上回る
実績を確保した。
　今年で44年目を迎えた同フェ
アの入り口正面には、CITIZENブラン
ドロゴが大きく飾られ、レッドダイヤモ
ンドやシチズンの高級スイス製時計な
どが展示され、来場者の目を釘付けに
した。
　また、シチズングループ創業100周

年にあたる今年は、時計とジュエリー
の100周年記念セット商品を100万円

で販売するなど、シチズングループ協
業による商品展開が目を引いた。
　出品商品は、シチズンのイタリア製ハ
イジュエリー「PICCHIOTTI」をはじめ、
NOBUKO ISHIKAWA、梶ジュエリー
アート、松井久子、芝田悦美などの人気

　年に3回（1
月、5月、8月）行
われる㈱ナガホ
リの仕入れ会
「感謝の特別展
示会」が5月22
日～24日の3日
間、同社で開か
れ、80社130名
の来場者で賑
わった。また、今年で株式上場30周年を
迎え、記念特別イベントも実施した。
　ブルーの海にゆったりと泳ぐクジラ
がイメージのブライダルジュエリーブラ
ンド「Only You」は、サイドストーンに
アクアマリンを添えたブライダルリング
が登場。アクアマリンは古代ローマ時
代から、航海の無事を願って身に着け
ていたお守り。今年のメインビジュアル
モデルは、エンゲージとマリッジリング

のセットリング
ならではの魅力
を最大限に追
求。2本を重ね
た時の一体感
で新しい表情を
浮かび上がらせ
る。更に、イノセ
ントブルーのア
クアマリンが深

い色味と透明感のセットリングとなる。
　輝く三日月と寄り添う3石のダイヤが
胸元を輝かせる「PINKY& DIANNE」。
真ん中で揺れるリッチさをプラスする
「リッチクレセント」が、今年のクリスマ
ス商品。9月7日までの完全受注制。価
格は2万5920円。
　この他、「Thanks Days Platinum」
「PROPONERE」「Disney」などの新
作が発表された。
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東京時宝眼小売「通常総会」

栄光時計

ナガホリの特別展示会が賑わう

デザイナー商品に加え、シチズンジュ
エリーのダイヤブラ
ンドV i V i N E S 、
UNTOUR、パール
ブランドWAKANA、
真美珠、八代亜紀さ

んプロデュースの華艶（かえん）など、豊
富な商品で魅
了した。
　19日は、細
川たかしさん
の ディナ ー
ショー、20日
は丘みどりさ
ん の ラ イブ
ショーがおも
てなし企画と
して行なわれ、
ショー会場の
熱気をそのま

まに展示会場は一時商談テーブルが
全て埋まるほどの盛況ぶりだった。
　展示会運営責任者によると、高額品
成約数は減少したものの、受注点数・
平均単価ともに上昇し、昨年を上回る
受注実績を確保することができたとし
ている。
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